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地
方
財
政
が
、

年
々
窮
乏
化

し
て
、

赤
字
団
体
が
続
出
し
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

り
ま
す
口
そ
の
原
川
と
し
て
は

種
々
あ
り
ま
す
が
、
特
に
自
主

財
源
の
不
足
に
原
因
す
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

従
来
地
方
公
共
団
体
の
財
政

運
蛍
は
「
出
づ
る
を
計
っ
て
入

る
を
制
す
る
」
こ
と
t

み
さ
れ
て

A
口
併
訴
と
令
併
後
の
歳
入
状
況
比
較
表

年

度

自
主
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合
併
前

二
十
六
年
度

決

算

額

合
併
後

二
十
七
年
度

決

算
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一
一
十
八
年
度

決
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一
十
九
年
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通
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設
事
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月
十

三

日

よ

り

ド
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月

十

八

日

ま

で

や

一一
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十

九

日

代

表

質

問

一

般

質

問

文
教
、
厚
生

委

員

会

休

会

農
林
、
商
工

水

産

委

員

会建
設
、
水
道

委
員
会

総
務
委
員
会

全
体
協
議
会

休

会

本

会

議

委
員
長
報
告
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十
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十
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完
成
間
近
い
魚
津
費
電
所

会

既
設
の
魚
津
変
電
所
は
、
昭

和
二
十
五
年
日
本
カ
ー
バ
イ
ド

魚
津
工
場
や
魚
津
市
一
帯
に
送

電
す
る
た
め
.
日
カ
工
場
に
隣

接
し
て
協
附
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
日
カ
工
場
の
数
次
に
わ

た
る
拡
張
に
よ
り
恋
電
所
位
置

は
工
場
の
ほ
と
ん
ど
中
心
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
設
備
の

拡
張
と
新
規
需
用
に
も
対
応
し

が
た
く
な
り
需
用
家
の
皆
様
に

大
安
御
迷
惑
を
か
け
て
来
ま
し

た
。

こ
の
根
本
対
策
と
し
て
、
数
年

前
か
ら
改
良
計
画
を
立
案
中
で

し
た
が
、
友
道
に
全
国
で
も
稀

れ
な
‘
文
当
社
初
め
て
の
無
人

愛
電
所
を
総
工
費
六
千
四
百
万

円
で
、
昨
年
八
月
か
ら
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
が
、
近
く
四
月

に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
設
備
は
三
、

O
O
O

K
V
A
変
電
器
二
台
、
配
電
盤

六
基
を
有
し
、
約
二
、
五
粁
は

な
れ
た
江
口
開
閉
所
で
操
作
す

る
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り

ま
す
。
今
後
皆
様
方
の
御
希
望

に
対
処
出
来
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。
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昭
和
三
十
一

年
度
膏
犬
登
録
一
犬
の
所
有
者
は
全
部
受
け
て
下

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
、
左
記
一
さ
い

。

の
通
り
突
施
欽
し
ま
す
か
ら
、
一

記

第

一
間
狂
犬
病
一
予
防
冷
射
日
程
表

月

日

実

施

場

所

時

間

実

施

区
域

四月一言

天
神
木
下
新
農
協
倉
庫
前

九
時

l
三
時
迄

天
神
.西
布
施

タ

経

間

出

張

所

三

時

l
一六
時

経
問

回
月

四

日

道

下

青

島

社

宅

九
附
l
ゴ一
時

道

下

、
経
田

タ

道

下

出

張

所

=一時

l
一六
時

道

下

四
月
吾
加

積

出

張

所

一
O

附
i
一
四
時
片
貝
、
加
積

四
月

六

日

下

中

島

出

張

所

一己
防
l
一回
附
上
中
島
下
中
島

四
月
者

上

野

万

出

張

所

九
時

l
コ一
時

上
野
万

四
月九
日

松

倉

出

張

所

九
時
l
三
時

松

倉

hv

松

倉

農

協

前

三

m
l
一矢
時

松

倉

上
中
島
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出
漁
祈
願
祭
執
行
さ
る

広

出
漁
時
期
が
間
近
か
に
迫
っ
た

の
で
、
市
山
治
団
で
は
、

三
月

五
日
、
大
町
小
学
校
に
団
員
約

六
O
O名
が
集
合
、
神
式
に
よ

り
、
航
海
安
全
並
び
に
大
漁
祈

願
然
を
執
行
致
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
間
ぬ
者
の
壮
行
会

を
行

い
、
優
良
団
員
と
し
て
、

次
の
間
口
氏
を
表
彰
す
る
と
共
に

佐
藤
県
経
済
部
長

の
主

唱

で

壮
行
の
万
才
を
三
唱
、
本
年
度

出
漁
の
壮
途
を
祝
い
、

盛
況
裡

市津魚

日

発行

昭
和
三
十
年
度
米
作
日
本

一

の
栄
冠
を
獲
得
せ
れ
ら
た
湯

上
、
上
楽
菊
氏
の
栄
誉一
を
た
L

え
る
た
め
の
、
表
彰
並
び
に
記

念
講
演
会
は
、
去
る
九
日
大
町

小
学
校
諮
堂
に
於
い
て
、
知
事

代
四
河
野
決
産
課
長
及

び
北

際
農
業
試
験
場
長
吉
野
至
徳
氏

ほ
か
来
賓
多
数
の
臨
席
を
得

て
開
催
さ
れ
、
部
師
と
し

て
、
当
市
出
身
で
日

本

農

業

'昭和 31年 3月 15日

毎
年
交
通
事
故
は
増
加
し
て

斗
一
お
り
ま
す
。
昭
和
一
手
年
中
に

釘
.
一
お
け
る
富
山
県
下
の
交
通
事
故

"
一
の
発
生
は
七
三
五
件
、
内
死
者

。

μぃ一
六
十
七
名
、
傷
者
六
六
八
名
、

に
終
了
致
し
ま
し
た
。

優
良
同
員
表
彰
者

古
川
元
次
郎

久
利
政
太
郎

、vv・
ヮト
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¥
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μ
1
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・ド
H

故
桃
山
次
作

山
川
島
賢
官

高
山洋
作
治

板
倉
豊
吉

浦
本
正

横

田

清

一

× 

× 

-・

Jラ

し、

物
的
損
害

一、

六
六
二
万
円
と

い
う
莫
大
な
数
字
を
記
録
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
等
事
故
に
よ
る
被

害
者
救
済
並
び
に
、
自
動
平
迩

魚
津
市
役
所

"

一O
時
|
一
四
時
旧
市
内

魚
津
保
健
所

一口
時

|
一四
川
川
市
内

下
野
方
そ
の
他

狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
畜
犬
登

録
に
つ

い
て
は
、
毎
年
減
少
し

て
行
く
状
態
な
の
で
、

最
近
の

新
聞
に
も
出
て
い
た
よ
う
に
、

野
犬
に
佼
ま
れ
て
子
供
が
死
ん

だ
実
例
も
あ
る
の
で
、
無
向
犬

の
な
い
よ
う
に
ね
が
い
ま
す
。

注
射
料
金
百
一
一
十
四

登
録
料
金
三
百
円
で
印
銑
・を

持
参
下
さ
い
。

四
月
十
日

回月十
一日
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又宣言三三主主主え竺 2乏三三宣言数

て
送
の
健
全
な
発
注
を
同
的
と
し

て
、

「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障

法
」
が
公
布
に
な
り
、
本
年
二

月

一
日
よ
り
施
行
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
被
害
者

の
立
川
明
か
ら
説
明
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

一
、
法
の
目
的

向
動
車
運
行
に
よ
っ
て
、
人
の

生
命
又
は
身
体
が
害
さ
れ
た
場

合
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
を
保

障
す
る
制
度
を
確
立
す
る
こ
と

に
よ
り
、
被
持
者
の
保
護
を
図

り
、
合
せ
て
向
動
平
巡
送
の
健

全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。
即
ち
今

日
ま
で
交
通
事
故
に
よ
っ
て
、

人
身
的
な
損
告
を
受
け

た
場

合
、
そ
の
賠
償
を
支
払
う
べ
き

責
任
者
は
、
大
部
分
事
故
当
時

の
迎
舷
者
で
あ
り
、
被
傭
者
の

場
合
が
多
い
の
で
、
莫
大
な
賠

償
金
の
請
求
に
は
到
底
耐
え
ら

れ
ず
、
結
局
自
動
車
に
際
か
れ

て
も
満
足
な
賠
償
は
期
待
で
き

な
い
と
い
う
根
本
的
な
欠
陥
が

あ
り
、
被
害
者
は
、
し
ば
し
ば

泣
寝
入
り
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
態
に
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
現
状
に
鍛
み
、
自
動
車

に
よ
る
人
身
事
故
の
場
合
の
賠

償
責
任
を
適
正
に
し
、
被
害
者

を
保
護
す
る
た
め
の
措
従
と、

向
動
車
側
の
賠
償
責
任
能
力
を

常
時
確
保
す
る
た
め
こ
の
法
律

・が
生
ま
れ
た
訳
で
す
。

二
、
事
故
当
時
の
措
置

向
動
車
の
運
転
者
及
び
保
有
者

ハ
焼
自
動
車
以
上
)
は
総
て
強

制
的
に
こ
の
法
律
の
保
険
に
加

1
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

ム、
lコ

計-

一一、

一O
九

苗
木
即
売
会
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ん
暖
い
春
の
声
が
聞
え

て
参
り
ま
し
た
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
こ
ん
な
日
に
外

で
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
な
が
ら

一自
分
の
手
で
草
木
の
二
、
三
本

学

級

名

開

設

場

所

一一
も
揃
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

魚
津
青
年
学
級

市

立

図

書
舘

一
か
o

さ
て
来
る
四
月
一
日
か
ら

下
中
島

H
H

住
吉
小
学
校

一
全
国
一
斉
に
「
殺
の
週
間
」
が

上
中
島

H
H

上
中
島
公
民
館

一始
り
、
一

本
で
も
木
を
植
え
る

腕
熊

グ

松

倉

グ

一
ょ
う
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
な
っ

一
て
お
り
ま
す
。

古
胞
熊

H
H

古
鹿
熊
分
校

一

泊

一、

の
部
動
の

一
環
と
し
て
各

坪
野

H
H

坪

野

分

校

一
種
の
市
木
(一主
と
し
て
庭
木
用

鉢

H
H

白
倉
小
学
校

一
)
を
即
売
致
し
ま
す
か
ら
せ
い

一
ぜ
い
お
越
し
下
さ
い
。

上
野
方

H
H

上
野
方
公
民
認

↓

J

F

ご

F
7
'
f
一
値
段
も
非
常
に
安
く
、
市
価
の

1
R
プ

A

T

E
-
A

一
半
前
以
下
で
、
前
木
の
大
き
さ

島
尻

H
H

片
貝
小
学
校

一
1
1
(
(

山
女

H
H

山

女

分

校

一

東
城

グ

東
城
背
年
会

一

知
道
坂

H
H

道
坂

H
H

加
積

H
H

加
積
小
学
校

道
下

H
H

道
下
公
民
舘

都
一m

H
H

経
回
小
学
校

戸
¥
巾
γ

y

r
¥
市
a

Y

-
h
l

ノ
4
A
i

J

±
J
A
A-
-

J

小
川
寺
H
H

小
川
寺
背
年
会
館

蛇
回

H
H

蛇
回

H
H

ω
「
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
証

明
」
被
害
事
実
の
証
明
に

つ

い
て
は
、

そ
の
事
実
を
よ
く

知
っ
て
い
る
所
轄
の
警
察
署

長
即
ち
魚
津
市
内
に
お
け
る

事
故
に

つ
い
て
は
、

魚
津
警

察
署
長
に
証
明
願
を
提
出
し

て、

事
実
確
認
の
証
明
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
従
っ
て
事
故
発
生
当

時
に
、
警
察
に
届
出
を
行
わ

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
(
届
出

も
昨
年
よ
り
大
き
な
も
の
を
揃

え
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
、
半
日
で
品
切
れ

に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
ど
う
ぞ

早
目
に
お
越
し
下
さ
い
。

苗
木
の
即
売
方
法
は
次
の
通
り

で
す
。

一
、
苗
木
即
売
期
日

四
月
一
、

二
羽
田
ハ
朝
九
時

よ
り
午
後
四
時
ま
で〉

二
、
即
売
会
場

市
役
所
中
庭

三
、
主

催

下
新
川
林
業
改
良
普
及
協
会

魚
津
市
森
林
組
合
連
合
会

後

援

下
新
川
事
柄
所
、
魚
津
市

一，，、、
r
，、
，

=
月
=
十
六
日
か
ら
三
月
十
日
ま
で

一一
月
二
十
七
日
(
月
〉

一
・
定
例
農
業
委
員
会
開
催

市
議
会
議
員
協
議
合
開
催

一-

北
洋
出
漁
聞
の
航
潟
安
全

選
お
管
理
苓
一
員
会
開
催

祈

願

然
執
行

全
二
十
九
日

ハ
火
)

全

六

日

(

火
〉

臨

時

市

議

会

開

催

市

議

会

水
道
委
員
会
開
催

一戸月

一
日

ハ
木

)

全

八

日

(

木

)

市
議
会
決
算
零
員
会
を
三
月

市

議
会
総
務
建
設
合
同
委

八
日
ま
で
開

催

員

会

開

催

全

五

白

川
月
ゾ

全

十
日
(
土
)

市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

市

議

会
議
員
協
議
会
開
催

が
あ
れ
ば
必
ず
警
察
官
が
関

場
へ
臨
み
、
原
因
を
調
べ
ま

す
〉
事
故
証
明
阪
を
証
明
出

来
な
い
こ
と
も
あ
る
訳
で
、

傷
を
負
い
な
が
ら
保
険
金
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い

こ

と
に
な
る
訳
で
す
か
ら
、
必

ず
事
故
の
際
に
は
、
届
出
を

励
行
し
て
戴
き

た
い
の
で

す
。

ω
「
保
険
金
に
つ
い
て
」

不
幸
に
し
て
、
自
動
車
事
故

…白
一一動
章
一
損
害
賠
償
保
障
法

青

年

摩

級

開

設

〈
昭
和
三
十

一
年
度
〉

長
引
野

H
H

合

計

長
引
肝
H
H

ニ
O
学

級

米

作

本

を

表

彰

合
せ
て
詑
念
講
演
舎
を
開
催

界
農
業
に
お
け
る
権
威
者
、
農

林
省
技
術
研
究
所
長
盛
永
俊
太

郎
博
士
の
「
米
作
日
本
一
に
よ

せ
て
」
と
題
し
て
、
氏
の
鶏
苔

深
い
誹
演
並
び
に
、
米
作
日
本

一
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
員
、
北

陸
農
試
環
境
問
長
小
西
千
賀
三

氏
の
「
米
作
日
本
一

の
稲
作
検

討
」
と
題
す
る
上
楽
さ
ん
の
新

記
録
を
樹
立
さ
れ
た
経
過
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

自
動
車
事
故
に
よ
る

被
害
届
出
じ

に
な
っ
て
お
り
、
加
入
し
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
故
発
生

時
に
お
い
て
、
被
害
者
に
保
険

会
社
或
い
は
政
府
よ
り
賠
償
金

が
支
払
わ
れ
石
訳
で
す
。

で
は
被
害
者
は
事
故
発
生
時

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

よ
い
か
と
申
し
ま
す

と、

直

ち
に
救
護
の
措
置
或
い
は
瞥
象

に
届
出
を
行
う
こ
と
は
一
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
身
的

な
損
害
を
自
動
車
運
行
に
ょ
っ

て
被
っ
た
こ
と
を
立
証
し
て
、

賠
償
を
請
求
し
、
示
談
又
は
裁

判
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
金
制
の

支
払
を
受
け
れ
ば
よ
く
、
被
保

険
者
は
自
分
の
支
払
っ
た

傾

を
、
保
険
会
社
に
請
求
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

然
し
迅
速
確
実
に
損
害
賠
償
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

被
害
者
が
直
接
保
険
会
社
に
対

し
て
詩
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

に
よ
り
死
亡
し

た

場
合
に

は
、
三
十
万
円
、

重
傷
の
場

合
に
は
十
万
円
、

軽
傷
の
場

合
に
は
三
万
円
を
限
度
と
し

て
支
払
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
か
す
り
傷
で
さ
万

円
請
求
し
て
も
、
そ
れ
だ
け

支
払
わ
れ
る
と
云
う
も
の
で

は
な
く
、
損
害
実
額
よ
り
支

払
わ
れ
ま
せ
ん
。
文
規
定
以

上
の
金
額
を
詰
求
し
た
け
れ

ば
不
足
額
に
つ
い
て
は
自
動

車
側
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

ω「
際
き
逃
げ
」
に
よ
る
被
害

の
場
合

従
来
際
き
逃
げ
事
故
等
の
被

害
者
は
、
賠
償
交
渉
を
す
る

相
手
方
が
不
明
で
、
泣
き
寝

入
り
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
か

っ
た
が
、今
回
新
た
に
規
定
さ

れ
、
際
き
逃
げ
事
故
の
被
害

者
や
、
こ
の
渋
伸
に
叢
反
し

て
、
保
険
を
か
け
な
い
で
走

っ
て
い
る
自
動
車
に
よ
る
被

'
警
は
、
政
府
に
損
害
の
賠
償

金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
お
よ
そ
自

動
車
事
故
の
被
害
者
に
つ

い

て
、
洩
れ
な
く
最
少
限
の
救

済
を
与
え
て
い
る

の
で
す
。

三
、
表
考
事
項

ω被
害
者
が
健
康
保
険
法
、
或

い
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
法

令
に
基
い
ぞ
、
被
害
額
に
相

当
す
る
給
付
を
受
け
る
べ
き

場
合
に
は
、
政
府
は
、
そ
の

給
付
額
に
相
当
す
る
限
度
に

お
い
て
、
損
害
の
て
ん
補
を

し
ま
せ
ん
。

光ろら

ヒまま

ω又
被
害
者
が
加
害
者
(
運
転

者
或
い
は
車
の
保
有
者
)
か

ら
損
害
の
賠
償
を
受
け
た
と

き
は
、
政
府
は
そ
の
金
額
の

限
度
に
お
い
て
損
害
の
て
ん

補
を
し
ま
せ
ん
口

ω自
動
車
事
故
に
よ
る
も
の
で

被
害
者
に
故
意
が
あ

っ
た
場

合

(例
え
ば
自
動
車

へ
の
飛

び
込
み
自
殺
等
)
は
保
険
金

の
給
付
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

ω軽
自
動
車
以
上
の
自
動
車
は

総
て
こ
の
法
律
の
保
険
に
強

制
加
入
さ
れ
る
も
の
で
、
自

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証

明
書
或
い
は
自
動
車
損
害
償

自
家
保
障
証
明
書
を
.
常
時

携
帯
し
て
い
な
け
れ
ば
、
運

行
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、

建
反
し
た
場
合
に

は
、
処
罰
を
受
け
ま
す
。

四

.

結

び

以
上
被
害
者
の
立
場
か
ら
法

の
概
略
を
説
明
致
し
た
が
、

要
は
こ
の
法
律
に
基
く
保
険

に
強
制
加
入
ハ
軽
自
動
車
以

上
)
さ
せ
る
こ

と

に

よ
っ

て
、
事
故
時
の
人
身
被
害

を
適
正
に
保
障
し
、
反
面
自

動
車
運
行
の
安
全
を
期
す
る

と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い

の
で
す
D

お
互
に
、
交
通
事
故
を
発
生
さ

せ
な
い
と
い
う
日
常
の
注
意

心
は
絶
対
必
要
で
す
が
、

不
幸

に
し
て
自
動
車
事
故
に
遭
遇
し

た
場
合
に
は
、
早
急
に
届
出
を

な
し
.
証
、明
を
受
け
、
規
定
さ

れ
た
保
険
金
を
受
領
し
.
治
療

に
当
て
て
賊
き
度
い
の
で
す
。

ハ
魚

津

警

察

署

)


